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研究成果の概要（和文）：トリチウムの濃縮について重水素を核磁気共鳴装置を使用して、ナノ空間を持つポリ
ビニルポリピロリドン、結晶性セルロース、陰イオン交換樹脂、合成ゼオライト系吸着剤ゼオラムを利用しトリ
チウム濃縮にかかわる可能性について検討した結果、ポリビニルポリピロリドンについては30％を超える吸着効
果を示し、水素結合をもつ部位をもって狭小場をも併せ持つ吸着体についてトリチウムの良い吸着体とすること
を提案できた。

研究成果の概要（英文）：Decrease of tritium for tritium concentration utilizing deuterium using 
nuclear magnetic resonance apparatus, utilizing nano-space adsorbent, polyvinylpolypyrrolidone, 
crystalline cellulose, anion exchange resin, synthetic zeolite adsorbent zeolum.  As a result, it 
was suggested that polyvinylpolypyrrolidone exhibits an adsorption effect of more than 30% and that 
an adsorbent having a tritium with an adsorbent having both a narrow field and a site with a 
hydrogen bond can be proposed.

研究分野： 無機化学

キーワード： トリチウム　濃縮　重水　廃止措置
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トリチウムの濃縮について
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ム濃縮にかかわる可能性について明確な手
段を提案することを目的とする
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３．研
重水は

用いた。ポリプロピレン容器に
材と蒸留水を共存させて
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吸着剤を沈降させた蒸留水は
を持つフィルターで処理をしたものを測定
試料とした。吸着処理を行わない
試料も同様の処理を行って核磁気共鳴
装置にて重水素の測定
た。NMR
タンを基準試薬として二重管にて同時に測
定して比較標準とした。
４．研究成果
天然の蒸留水には福島のトリチウム濃度

と比較して
している。この濃度では比較的容易に
測定が可能である。
る吸着剤を選定することができればトリチ
ウムの吸着濃縮に十分利用可能であると考
えた。
で、その結合距離から、当初結合は弱いと考
えてい
リチウムが結合すると
結合が
素結合が強ければ当然ながら
成する部位を持つ
択的に吸着し、大きな
縮することが
がら、その平衡の相手は圧倒的な量の軽水で
あり、
あったとして
さすぎる。そこでこれまでもトリチウムの吸
着を利用した濃縮で実績がある吸着剤を見
てみるとナノ及びマイクロな狭小場を持っ
たシリカ系の吸着剤であった。よって本研究
で目指す吸着剤の特性として狭小場を持っ
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た吸着材であることはもちろんで、水素結合
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側に見られた化合物を明らかにすれば、この
化合物は PVPP に引けを取らない吸着特性を
持つと思われる。このことからこの化合物を
明らかにすることが今後の課題と考える。 
 
 この研究で明らかな成果は PVPP において
数分の蒸留水への接触で 30％を超える天然
に存在している重水の吸着がみられ、カラム
等の工学的操作をもってすれば、福島第一の
処理水で十分にトリチウム濃縮ができるこ
とを示すことができた。 
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